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１．四半期の業務（活動）進捗状況 

 

本四半期は、前四半期から継続して実施していた青少年更生支援員育成研修を完了した。各

パートナー自治体において、2026 年 4 月に研修の全課程を修了し、合計 30 名の青少年更生支

援員が育成された。 

 

※研修内容の詳細は、以下の通りである。 

 

活動 内容の詳細 意図・目的 

オリエンテーション n プロジェクトの概要 

n 青少年更生支援員制度ガイ

ドラインについて 

n 青少年更生支援員の役割 

青少年更生支援員候補者が自身

の役割を十分に理解し、対象とな

る子どもたちに対して有意義なサ

ービスを提供できるよう、青少年更

生支援員制度およびその役割に

関する理解を深める。 
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研修① 

「子どもの保護と福祉

およびそれに関連す

る法律」 

n 人権・子どもの権利 

n フィリピンにおける子どもの

保護に関する法律 

n フィリピンにおける少年司法 

n CAR（非行や犯罪に関与す

るリスクが高い環境にある子

ども）および CICL（法に触れ

た子ども）について 

青少年更生支援員が支援対象と

なる青少年について正しく理解す

るとともに、当該青少年がどのよう

な権利や法律、理念のもとで保護

されるべき存在であるかを理解す

る。また、法に触れた青少年がど

のように更生し、社会復帰へと進

んでいくのかについても理解を深

めることを目的とする。 

研修② 

「責任ある子どもの養

育」 

n 保護者の役割と責任 

n 子どもの成長と発達段階 

n 子どもの養育・子どもとの向

き合い方 

n 正しいしつけについて 

青少年更生支援員が活動の中で

子どもと接する際の望ましい態度・

姿勢を理解するとともに、子どもの

発達や適切な養育方法に関する

基礎的知識を習得することを目的

とする。 

研修③ 

「子どもへのライフス

キル指導」 

n ライフスキルとは 

n ライフスキルプログラム・教

材について 

n プログラムの単元の説明 

n ライフスキルプログラムの指

導のヒントと注意点 

n 参加者による実演練習 

青少年更生支援員が、対象となる

子どもたちが様々な環境的課題に

適切に対応し、より良い人生や夢

の実現に向けた力（ライフスキル）

を育むことができるよう、実践的な

指導力を身につけることを目的と

する。 

研修④ 

「思春期の性と健康」 

n ARH とは 

n 生殖器の構造と機能 

n セクシャリティ（性自認・性的

指向） 

n 思春期の身体と心の変化 

n 健全な友人関係・恋愛関係 

n 10代の妊娠について 

n 責任のある親になるために 

n 性感染症の予防 

n 家族計画・妊娠の管理 

n 家庭内暴力 

青少年更生支援員が、対象となる

子どもたちに性に関する正しい知

識を身につけさせることで、望まな

いトラブルを回避し、自分と相手を

大切にしながら安全に生きる力を

育むための指導ができるようにな

ることを目的とする。 

 

 

研修終了後は、研修修了者と各自治体との間で契約を締結し、青少年更生支援員として任命し

た。オロンガポ市では、毎週月曜日の朝に実施される Flag Ceremonyにおいて、任命された青少

年更生支援員を紹介した。これは、青少年更生支援員の存在を事業関係者だけでなく、市長や

他部署の職員にも周知することを目的としたものである。マラボン市およびナボタス市ではまだ

実施されていないため、次四半期に両市でも同様の紹介を行う予定である。 

 

現在、青少年更生支援員に担当する子どもを割り当て、サポートを実施している。本事業にお

ける支援対象は、CAR（Children at Risk：非行や犯罪に関与するリスクが高い環境にある子ども）

および、インターベンション、ダイバージョン、アフターケアなどの支援プログラムを受けている

CICL（Children in Conflict with the Law：法に触れた子ども）である。 
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※ フィリピンの少年司法制度および青少年更生支援員が支援する子どもたちの状況や背景に

ついては、別添の補足資料「フィリピンの少年司法制度に関するまとめ」を参照。 

 

 

青少年更生支援員の主な活動内容は以下のとおりである。 

 

l 家庭訪問を通じた子どもたちの生活状況のモニタリング（家族との関係、友人関係、学校へ

の通学状況などの確認） 

l 学校訪問や教員との面談を通じた、子どもの学校生活における態度や取り組み状況のモニ

タリング 

l 子どもたちに対して、ライフスキルや性教育などの指導 

l 担当する子どもに関するケースカンファレンス（Case Conference）への参加 

l 市およびバランガイのソーシャルワーカーへの子どもの状況報告 

 

※ ケースカンファレンス（Case Conference）: 子どもに対してより適切な支援を行うために、関

係者（市・バランガイのソーシャルワーカー、保護者、学校の教員、警察など）が集まり、子ど

もの状況や課題を共有しながら、支援方針やそれぞれの役割について話し合う会議。 

 

 

 青少年更生支援員の活動については、毎月の活動報告書の提出および定例会議を通じて、継

続的なモニタリングを実施している。 

 

フィリピンでは、市およびバランガイのソーシャルワーカーが不足しており、CAR や CICL に対す

るモニタリングや各種支援プログラムを十分に実施できていないことが課題となっている。そうし

た状況のなか、青少年更生支援員による家庭訪問を通じたモニタリングや、ライフスキル・性教

育などの指導は、公的支援を補完する重要な役割を果たしており、地域における子ども支援体

制の強化に大きく貢献している。また、青少年更生支援員制度の導入は、裁判案件となっている

子どもをダイバージョンプログラムへ移行させる際の判断材料として活用されるなど、制度の有

効性を示す成果も示されている。 

 

一方、活動報告書や定例会議を通じて、青少年更生支援員が活動する上での課題も明らかに

なっている。具体的には、担当する子どもや保護者とのコミュニケーションに苦慮しているケース

（例：担当する子どもが話を聞いてくれない・話をしたがらない、保護者が子どもの抱える問題に

無関心である・問題の解決に協力的でないなど）や、活動場所となるバランガイの協力が十分に

得られないケースが確認されている。また、担当する子どもの家庭が貧困地域など治安上のリス

クがある場所に所在することから、家庭訪問時の安全確保も重要な課題となっている。 

 

青少年更生支援員が円滑かつ安全に活動を行うためには、活動地域となるバランガイとの連

携が不可欠である。そのため、バランガイへの表敬訪問やオリエンテーションを実施し、制度へ

の理解促進や協力体制の構築に取り組んでいる。また、危険地域で家庭訪問を実施する際に

は、バランガイ職員またはバランガイ警察の同行を必須とするなど、安全対策についての検討も

行っている。 

 

さらに、青少年更生支援員用の ID カードおよびユニフォームの作成も進めている。これらは、

家庭訪問などの現場活動を行う際に、地域住民が青少年更生支援員の役割や所属を容易に認

識できるようにすることを目的としたものである。 
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青少年更生支援員による活動は開始されたばかりであるが、テクニカル・ワーキング・グループ

（※青少年更生支援員制度の構築を推進するため、市の福祉課[City Social Welfare and 

Development Office]、教育省学校区事務所[Schools Division Office]、内務・地方自治省

[Department of the Interior and Local Government]などの関係機関の職員で構成された事業の

中核メンバー）の監督・助言・サポートのもと、各支援員が担当する子どもへの支援に取り組んで

いる。 

 

 今後は、支援を受けている子どもたちを対象としたフィードバックセッションや、青少年更生支援

員との活動振り返りセッションなども予定しており、それらを通じて事業の効果や課題を確認・検

証する予定である。 

 

※本四半期に実施した活動の詳細は別添 1「業務（活動）計画・実績表」及び別添 2「活動

の様子の写真」を参照。 
 

 

２．次期四半期の業務計画（概要） 

 

次期四半期に計画している主な活動は以下のとおりである。 

 

n 青少年更生支援員による対象の子どもに対するサポート実施（活動 2-1） 

n 青少年更生プログラムの効果のモニタリングを実施（活動 2-2） 

 

 

３．事業実施上の課題1 

 

 上記の業務進捗状況で述べたとおり、青少年更生支援員による支援活動を実施するなか

で、子どもや保護者とのコミュニケーション、バランガイとの協力体制、青少年更生支援

員の安全確保などに関する課題が明らかになった。これらの課題については、定例会議に

おいて共有・協議を行い、必要に応じて活動体制の見直しを図りながら事業を推進してい

る。今後も、活動を通じて把握された課題に対し、その都度改善策を検討・実施しながら、

青少年更生支援員制度の定着・体制強化に向けて取り組んでいく。 

 

 

４．その他連絡事項2 

 

特になし。 

 

以 上 

 

 

 
1 当該業務期間中に問題が発生した場合や、計画に大幅な遅延があった場合には報告してください。また考えられる原因についても記

載をお願いします。 
2 受託者が有するウェブサイトやニュースレター、SNS 等の媒体や定期報告会等で広報を行った場合は、概要で結構ですので報告して

ください。また、可能な範囲で、以下の内容を含んでください。 

・案件実施の意義を具体的に伝えられるエピソード 
・ 業務実施により認識された教訓 



四半期業務報告書 

 

 

別添１：業務（活動）計画・実績表 

別添２：活動の様子の写真 

別添３：補足資料「フィリピンの少年司法制度に関するまとめ」 

 


